
 

※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。 
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お伝えしたいポイント 

・ RBA（オーストラリア準備銀行）は政策金利を 1.5％に据え置き 

・ 労働市場は改善も政策金利は当面据え置きの見込み 

・ 豪ドルは足元で軟調な推移も、長期的には堅調に推移すると見込む 

 

＜RBA は政策金利を 1.5％に据え置き＞

2018 年 3 月 6 日（現地）、RBA（オーストラリア準備銀

行）は政策金利を発表し、1.5％に据え置きました。据え

置きは事前の市場予想通りでした。 

声明文では、2018 年のオーストラリアの経済成長が

2017 年と比較して加速するとの見通しが示されました。

RBA はこうした強い経済成長が、時間の経過とともに、

賃金の伸びを加速させるはずだと述べています。 

インフレについては、人件費の伸びが抑えられている

ことや、小売業における競争の激化を反映し、しばらく

は低い水準にとどまる可能性が高いという見方が維持

されました。ただし、景気が拡大するに連れて、インフレ

の緩やかな回復が期待されるとしています。 

金融政策についても前回同様、足元の低金利政策が

オーストラリアの経済を下支えしていると前置きした上

で、政策金利の据え置きが適当との見方を RBA は維持

しました。今後については引き続き、失業率の低下とイ

ンフレ目標の達成に向けてさらなる進展が期待されるも

のの、この進展は緩やかなものになる可能性が高いと

し、当面の政策金利の据え置きが示唆されました。 

 

 

 

《政策金利の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《CPI（消費者物価指数）（前年比）の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーストラリア金融政策（2018 年 3 月） 

～労働市場は改善も政策金利は当面据え置きの見込み～ 
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（前年比、％）

4-6月期 7-9月期 10-12月期

鉱業 1.1 1.2 1.4

製造業 2.0 2.2 2.3

公益 2.2 1.9 1.8

建設業 1.8 1.8 1.9

卸売業 1.7 1.8 1.8

小売業 1.8 1.6 1.6

宿泊・飲食サービス 2.1 2.2 2.0

輸送・郵便・倉庫 1.9 1.8 1.7

情報メディア・通信 1.9 2.1 2.0

金融・保険サービス 2.2 2.2 2.1

賃貸・リース・不動産サービス 1.2 1.6 1.6

専門・科学・技術サービス 1.5 1.5 1.9

管理およびサポート・サービス 1.3 1.7 1.8

政府機関・国防 2.2 2.1 2.1

教育・訓練 2.4 2.4 2.4

ヘルスケア・社会支援 2.6 2.7 2.8

芸術・娯楽サービス 2.1 2.7 2.6

その他サービス 1.9 2.2 2.4

（出所）オーストラリア統計局より大和投資信託作成

2017年
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＜労働市場は改善も政策金利は当面据え置きの見込み＞

労働市場の改善が賃金に反映されてきました。2017

年 10-12 月期の賃金指数は、前年比で 2.1％上昇しまし

た。これは市場予想をやや上回るペースで、前期から伸

びが加速しています。また産業別賃金上昇率（前年比）

を見ると、全18産業のうち7産業で、賃金の伸び率が前

期から加速しました。さらに 2017 年4-6 月期以降の動き

を見ると、鉱業や製造業、ヘルスケアなどの民間部門で、

賃金上昇率の加速が続くなど、多くの産業で賃金に改

善の兆しが見え始めています。 

こうした賃金上昇圧力の高まりが見られる一方で、

RBA は金融政策の正常化に対しては慎重な姿勢を継

続しています。2 月に公表された金融政策報告書では、

労働市場は堅調ながらも、さらなる改善に対しては不確

実性があると指摘し、賃金についても、他の一部の先進

国と同様、その上昇は緩慢で、構造的要因によって賃

金の伸びが抑制されている可能性があると述べていま

す。そしてインフレ見通しについても、時間をかけて緩や

かに持ち直すだろうとしています。先日の講演でロウ

RBA 総裁は、金融政策の正常化に関しては、インフレ

率の目標中央値への回帰が先決と述べており、RBA は

インフレ率が目標中央値に近づかない限り当面政策金

利の据え置きを続けるとみられます。 

今後は RBA が次の一手である利上げ時期を模索し

ていく中で、賃金上昇率がさらに加速し、それに伴うイン

フレ率のさらなる上昇が見られるかどうかが、注目材料

になると思われます。 

 

《雇用者数の変化と賃金上昇率の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《産業別賃金上昇率》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜豪ドルは足元で軟調な推移も、長期的には堅調に推移すると見込む＞

2 月上旬、世界的に株価が急落する中で市場のリス

ク回避姿勢が強まったことから豪ドルは対円で下落し、

足元でも軟調な推移が続いています。 

しかし長期的には、労働市場の改善を通してインフレ

圧力が強まれば、利上げ観測の高まりを通じて豪ドル

は堅調に推移すると見込んでいます。 

以上 

 

《為替と国債金利の推移》 
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当資料のお取り扱いにおけるご注意 

■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、各種

の信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意

見等は当資料作成時点のものであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、また今後予告なく変更されることがあります。■当資料中における運用実績等は、過去の

実績および結果を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のため

に掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。 

販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託 フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） HP http://www.daiwa-am.co.jp/ 

 

 

 

＜ご参考＞当社の関連リサーチ 

 

◇マーケットレター 

・オーストラリア金融政策（2018 年 2 月）～CPI 上昇率が緩やかな加速にとどまる中、政策金利は当面据え置きの見込み～ 

（2018/2/6） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20180206_3.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 12 月）～政策金利は据え置き。RBA は低金利政策を続けながら、景気・物価の改善を待つ～

（2017/12/6） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171206_1.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 11 月）～政策金利は据え置き。インフレ率の低迷から当面の政策金利は据え置きを見込む～

（2017/11/7） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171107_1.html 

・オーストラリア訪問記～鉱石大国の今をみた～（2017/11/2） 

・オーストラリア金融政策（2017 年 10 月）～政策金利の据え置きを継続～（2017/10/3） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171003_1.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 9 月）～政策金利は据え置き、賃金の伸びはいまだ低調も今後に期待～（2017/9/5） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170905_2.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 8 月）～政策金利は据え置き～目先の為替市場のテーマは金融政策よりも資源価格～ 

（2017/8/1） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170801_1.html 

・最近の豪ドルはなぜ上昇しているのか？（2017/7/21） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170721_2.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 7 月）～政策金利は据え置き～移民による人口増加を背景に長期的な経済成長を見込む～ 

（2017/7/5） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170706_1.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 6 月）～政策金利は据え置き～インフラ投資をエンジンに成長持続へ～ （2017/6/6） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170606_2.html 

・オーストラリア金融政策（2017 年 5 月）～政策金利は据え置き。将来の利上げ時期が早まる可能性。～ （2017/5/2） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170502_1.html 

・豪州は政策金利の据え置きを決定～利上げを急がない姿勢を示す （2017/4/5） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170405_2.html 

・【ファンドマネージャーの運用ノート】資源価格反発と保護主義の台頭から、オーストラリアの魅力が高まる環境へ （2017/2/20） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170220_1.html 
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